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セカンドステージ大学「現代史の中の自分史」第7回講義レジュメ

講義日：２００８年５月２９日

自分史はメリハリをつけて、書き込むべきところは徹底的に書き込む

1. 講義は折り返し点を迎えた。これからのすすめ方。

(1) この講義は全部で１３回。今日の授業は折り返し点になる。自分史作成の全体的状況を立花先生から見ると

1 今まで過ごしてきた人生の時間軸でみて、どこまで書き進んできたかは、人により差はある。

2 最初のうちなかなか進まなかった方でも、最近どんどん進み始めた。

3 書いた文章の仕上がり具合の良い人も何人か出てきている。中には仕上がり具合が良くて、気になるところは細かいところのみという方もいる

(2) この講義の終わりまでいったとき、成果をどうまとめるか？最終的な形として２つの案がある

1 出来上がった自分史を集めて、内々の自分史集を作る。先生、受講生など限定して保有する。

2 「自分史の書き方と実際」という形に纏めて本にして出版する。

1. 自分史を整理する為に作成した図表等の作り方について、受講生から新しいアイディアを入れたやり方のものが出されており、それらも組み込んで自分史の書き方を纏めていけばよいものが出来る

2. 立花先生が東大でやった授業では、結果を纏めて本にして出版した。立花先生と受講者の連名で。１０万冊レベル売れた本もある。

3 このクラスのゼミ長を皆で相談して決めて、受講生としてはどうしたいか皆で考えて欲しい。

(3) これからの授業の進め方

1 今までは、受講生が提出した部分を見て、立花先生がコメントを返すという形で、自分史のレベルアップを図ってきたが、そろそろ自分史全体を見て、全体の流れの中でブラッシュアップを図っていく必要もある。

2 仕上がりの良い人の自分史（出来上がっている全体）を取り上げ、受講者全員がそれを読んで、感想を交換し合って、自分史のブラッシュアップのやり方を学ぶ形の授業を考えている

以下は個々の自分史を見ながらのフィードバック

2. 人生を変えた出来事から書いていく

(1) 自分史は年代順に書いていかなければならないという訳ではない。ある期間を飛ばして、自分の人生を変えた出来事から書いていくというのも一手である。

(2) その出来事のどのような面が及びその出来事に対する自分の対応のどのようなポイントが、その後の自分の人生をどの様に決定付けたのかを書き込むのが重要である。

(3) 人生を変えた出来事が現代史の中の一場面（多くの人が知っているような一場面）と関係している時は、それとの関係を示しながら記述すると、訴えるものになる。

3. 仕事の成功談と失敗談を対で書くと、成功も失敗もより浮かび上がる

(1) 成功談はぜひ書き込んで欲しい
(2) でも、成功談だけでなく、失敗談も書くと、その対比から、気づくこともでてくるし、伝えたいこともクリアーになっていく。
(3) 成功談も失敗談も、どちらも、高度成長期を支えた皆の苦労を伝えるものである。
(4) 仕事のことを書くときは、その仕事のことを知らない人にも分かるように書くことが必要である。（前回の講義で紹介された事柄が再度簡単に説明される。内容は第６回講義レジュメの第３項をご参照下さい）
4. 同じ仕事でも、昔のやり方、中間時点でのやり方、今のやり方、の対比を示すと、まさに現代史の中の自分史になる。

(1) 同じ種類の仕事でも、そのやり方はどんどん変わって来ている。仕事を取り巻く環境もどんどん変わって来ている。
(2) そのようなことを書き込むことは、今からの人にとって大切な情報になる。
5. 人生におけるメンター（人生の師）との出会いを書く

(1) メンターとで会えた人は、自分とその人の関係だけでなく、その人の人柄等その人のこと自体を書き込むのが良い。書き込むことで、その人が大事なメンターであったこと、自分の人生おいて如何に大切な人だったかが、自分史を読んだ人に良く伝わることになる。

(2) メンターは、学生時代の恩師の場合もあるし、仕事に就いてから出会った人であることもあるし、本を通じて出会った人（その本の著者や本の主人公など）の場合もある。どちらかというと仕事で出会った、特に仕事に就いた始めの頃に出会ったケースが多い。

(3) 勿論メンターに出会えたかは人により濃淡がある。残念ながらメンターに出会えなかった人もいる。出会えた人はぜひ自分のメンターのことを書いて欲しい。

(4) 自分史は事柄を羅列して書くことが目的ではない。メンターのことは徹底的に書き込んで欲しい。

6. メンターとは逆の人（ひどい人）との出会い

(1) 自分に影響を与えた、このような人との出会いも自分史の中では書かなければならないことになる。

(2) 人に限らないが、ひどい話は読んでいる人に不快感を与えるまで書くことは良くない。

(3) でも、先ず全て書いてみよう。

(4) その後、一読者として読んでみて、表現等に修正を入れよう。立場を変えてみれば、表現を少し弱めることが出来るかもしれないし、違う視点でのプラス面での評価も出てくるかも知れない。あまり細かく言わず、丸めて表現しよということも有りうる。

(5) しかしそうやって修正を入れていくと、つまらないものになってしまうことが多い。文章はところどころ角が立っている程度が良い。適正なところを見つけるのがポイントである。難しいが。

(6) 今時点では、先ずはどんどん書いていく。中身を増やすことが大事。

7. 自分史作成を通じてある事柄について振り返り、そして今になって・・・に気づいた、ということを書き込む

(1) 例えば家族との関係ではこのようなことが起き得る。「若い頃は親のことを、・・・と思っていた。しかし自分が、この歳になって、振り返ってみると、○○○であることに気づいた。」というようなこと。

(2) これはまさに自分史を書く目的のひとつである。

(3) 若い頃何故そのように思っていたのだろうか、そこを掘り下げて気づいたことを書く。例えば、「親のことを、先入観を持ってみていた。その先入観の原因は□□にあった。それに今気づいた。」

(4) このようなこともぜひ書き込んで欲しい項目である

8. より良い文章を書くために

(1) 一工夫した見出しを入れる。
ただ単に見出しをつけるのではなく、より興味をそそる見出し、内容を反映する見出しにする

(2) 写真、イラストでアクセントをつける。
文章の内容に直接関係した写真が残っていないときは、何らかの関連があれば、そのようなものでも良い。
自分の人生に影響を与えた本の写真、新聞記事の写真、なども良い

(3) おかしな文章になっていないかチェックする

1 長い文章を書いていると、主語述語が明確でない文章が出来てしまう。

2 これは文章が長すぎることが先ずは問題。長い文章は言いたい事を二つに分ける。具体的には文章を途中で切る。

(4) 事柄と気持ちと両方を書く。
事柄を端折って、気持ちだけ書くと、浮いた文章になってしまう。
事柄を端折って短くしたら、つまらない文章になってしまう。

(5) 数字を入れると説得力が出る。
1 「増えた」とだけいうのではなく、「○○倍に増えた」、「以前は○○、自分がやって□□になった」等、数字を入れると説得力がでる。

2 これを、表形式で示すと一層わかり易い。

以上


